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PC桁の断面修復における留意点はどのようなものか。

補修・補強

【Ｑ－15】

【Ａ－15】

PC部材の断面修復では、プレストレスの状態や、耐荷力、耐久性に影響を及ぼす可能性があるた
め、以下の事項について留意する必要がある。

１．補修箇所の再劣化リスクの低減
　断面修復箇所の周囲のコンクリートに塩化物イオンが残存している場合、修復箇所と既存コンク
リートの界面付近では、鋼材に電位差および腐食電流が生じ、鋼材が腐食する可能性がある（マクロ
セル腐食）。一般に、既存コンクリート中の鋼材が腐食する。このため、断面修復材箇所に犠牲陽極
材などを設置し、防食電流を供給することも検討する。

２．はつりの影響
（１）プレストレスの喪失、再分配
　PC部材を断面修復することによって、プレストレスの喪失および残された部材断面への再分配が生
じる。一般に、断面修復材を充填した箇所のプレストレスはゼロとなる。これらにより、断面修復前後
での耐荷力や部材のたわみ等が変化する可能性がある。特に、大規模な断面修復の場合にはこの
影響が顕著となるため、施工前後での適切な応力照査が求められる。
（２）プレストレスの追加
　応力照査の結果によっては、プレストレスの追加が必要となるケースがある。プレストレスの追加に
は、外ケーブル工法などがある。

３．施工方法
（１）断面はつり
　断面のはつりは、構造物中の健全なコンクリートや鋼材に悪影響を及ぼすことなく、所定の補修範
囲を確実にはつり取ることができるものを選定する。人力施工による電動ピックあるいはハンドブレー
カーや施工能力が人力施工より高く、PC鋼材や鉄筋を傷めることがないことなどの特徴があるウｵー
タージェット工法がある。はつり範囲、はつり深さや作業空間などから最適な工法を選定する必要が
ある。
（２）工法の選定
　断面修復の規模や材料によって、充填、吹付け、左官工法などから適切な工法を選択する。
（３）既設コンクリートとの一体化
　既設コンクリートの目粗し処理、接着剤等により、既設構造物との付着を確保、一体化を図る。ま
た、各工法とも適切な養生を行い、ひび割れ防止などに留意する必要がある。
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